
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」

や
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
い

る
地
域
を
応
援
し
た
い
と
い
う
想お
も

い
を
「
寄
付
」
と
い
う
形
で
ふ
る

さ
と
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、
寄
付
額
の
う
ち
２
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
上
限
ま
で
原
則
と
し
て
所

得
税
と
住
民
税
か
ら
全
額
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
桐
生
応
援

寄
附
金
」
と
い
う
名
称
で
ふ
る
さ

と
納
税
を
募
っ
て
い
ま
す
。

返
礼
品
競
争
の
過
熱

　
近
年
、
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
人
へ
寄
付
先
の
自
治
体
が
、

地
域
の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
業
の
活
性

化
の
た
め
、
特
産
品
な
ど
の
返
礼

品
を
贈
る
こ
と
が
全
国
的
な
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
返

礼
品
の
内
容
で
寄
付
先
自
治
体
を

選
択
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
、

本
来
寄
付
者
が
住
所
地
の
自
治
体

に
納
め
る
住
民
税
の
一
部
が
控
除

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
税
の
減
収
と

な
る
自
治
体
は
、
減
収
額
以
上
の

寄
付
を
集
め
る
た
め
に
よ
り
魅
力

的
な
返
礼
品
を
用
意
し
よ
う
と
し
、

自
治
体
間
の
返
礼
品
競
争
が
過
熱

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
寄
付
者
に
よ
る
返
礼

品
の
換
金
な
ど
も
問
題
と
な
り
、

総
務
省
は
自
治
体
に
対
し
、
制
度

本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
高

価
な
返
礼
品
は
送
付
し
な
い
よ
う

に
求
め
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
の
考
え
方

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

そ
の
額
の
多
く
を
返
礼
品
と
し
て

寄
付
者
に
お
返
し
す
る
の
で
は
な

く
、
市
を
応
援
し
た
い
と
い
う
寄

付
者
の
想お
も

い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

市
の
発
展
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

活
用
事
業
を
明
示
し
ま
す

　

　
制
度
本
来
の
趣
旨
に
基
づ
い
た

形
で
、
寄
付
者
の
増
加
を
図
る
た

め
に
は
、
市
の
実
施
す
る
事
業
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
賛
同
し
て
く

だ
さ
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
寄
付
金
の
使
い
道
と

し
て
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
」

や
「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
取
り

組
み
」
な
ど
の
分
野
別
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
、
新
た
に
次
の
４
つ
の
事

業
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
、
寄
付

の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
た
な

寄
付
金
活
用
メ
ニ
ュ
ー

○
絶
滅
危
惧
種
カ
ッ
コ
ソ
ウ

　
保
全
事
業

　
世
界
中

で
鳴
神
山

周
辺
に
し

か
自
生
し

て
い
な
い

貴
重
な
植

物
カ
ッ
コ

ソ
ウ
を
絶

滅
の
危
機

か
ら
守
る
た
め
、
登
山
者
へ
の
啓

発
や
自
生
地
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

自
生
地
の
調
査
、
遺
伝
子
の
保
存

な
ど
の
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
保
全
活
動

に
活
用
し
ま
す
。 

○
桐
生
八
木
節
ま
つ
り

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
　

　
平
成
28

年
度
か
ら
、

東
京
都
台

東
区
の
浅

草
六
区
ブ

ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
商
店

街
の
特
設

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

や
ぐ
ら
で
八
木
節
を
披
露
し
、
ま

つ
り
の
熱
気
を
再
現
す
る
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
多
く
の
人
が
桐
生
八
木

節
ま
つ
り
を
知
り
、
桐
生
に
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
の
広
告
や
、
外
国
人
観

光
客
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
な
ど
、
全
国
に
向
け
た
様
々
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
活
用
し

ま
す
。

○
桐
生
が
岡
動
物
園
の

　
園
内
整
備
事
業

　
桐
生
が

岡
動
物
園

を
さ
ら
に

魅
力
的
な

動
物
園
に

す
る
た
め
、

高
い
と
こ

ろ
を
好
む

ヤ
ギ
の
習
性
を
利
用
し
た
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
の
設
置
や
、
動
物
舎
の

壁
面
・
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
に
強
化

ガ
ラ
ス
を
入
れ
て
観
察
ポ
イ
ン
ト

を
設
け
る
な
ど
の
施
設
改
修
、
案

内
看
板
・
動
物
の
解
説
板
・
ベ
ン

チ
な
ど
の
設
置
に
活
用
し
ま
す
。

○
群
馬
大
学
理
工
学
部
の

　
応
援
お
よ
び
理
工
学
部
と
の

　
連
携
事
業

　
市
内
に
は
、
県
内
唯
一
の
国
立

大
学
で
あ
る
群
馬
大
学
の
桐
生
キ

ャ
ン
パ
ス
（
理
工
学
部
）
が
あ
り
、

世
界
最
先
端
の
自
動
運
転
自
動
車

の
研
究
開
発
な
ど
様
々
な
分
野
に

お
い
て
卓
越
し
た
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、

こ
の
恵
ま

れ
た
環
境

を
生
か
し
、

大
学
院
生

が
市
内
の

小
・
中
学

校
で
理
科

の
授
業
を
手
伝
う
サ
イ
エ
ン
ス
ド

ク
タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
市
の
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
群
馬
大
学
理
工
学
部
と
市
の
共

存
共
栄
を
目
指
し
、
同
学
部
の
教

育
・
研
究
・
地
域
交
流
活
動
の
応

援
や
、
同
学
部
と
連
携
し
て
実
施

す
る
事
業
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

周
知
に
ご
協
力
を

　
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や

ご
親
戚
、
ご
友
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と

桐
生
応
援
寄
附
金
」
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
寄
付
の
方
法
は
、
市
役
所
３
階

の
企
画
課
へ
申
し
出
て
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画

担
当
（
☎
内
線
５
２
４
）
へ
。
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桐
生
市
消
防
隊
出
初
式
を
平
成

30
年
１
月
６
日
（
土
）
に
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
消
防
隊
員
の
服
装
点
検

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
＝
市
役
所
駐
車
場

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
式
典

　
保
育
園
児
に
よ
る
演
奏
や
桐
声

会
に
よ
る
桐
生
木き

遣や
り

、
ま
と
い
振

り
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
表
彰
式
、
消

防
団
協
力
事
業
所
の
認
定
式
な
ど

を
行
い
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
55
分
か
ら

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

○
分
列
行
進

　
市
役
所
前
通
り
を
行
進
し
ま
す
。

9 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
一
般
財
団

法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い

る
宝
く
じ
の

収
益
金
を
財

源
に
し
た
助

成
事
業
を
活
用
し
、
市
内
集
会
所

に
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
と
す
る
地
域

活
動
に
必
要
な
関
連
備
品
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
生
活

課
市
民
活
動
支
援
係
（
☎
内
線

３
８
３
）
へ
。

●
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
っ
て
い
る
宝
く
じ

の
交
付
金
な
ど
を
財
源
に
し
た
助

　大正６（1917）年に建てられ
た絹撚記念館（旧桐生撚糸合資会
社事務所棟）が、今年100周年を
迎えました。それを記念し、同館
の歴史を振り返る写真や設計者に
ついての資料展示のほか、大正時
代の桐生を理解するための企画展
を開催します。
期間＝平成30年５月６日（日）まで
時間＝午前９時～午後５時
場所＝絹撚記念館２階
入館料＝大人150円、小人50円
　問い合わせは、絹撚記念館（☎
44‐2399）へ。

絹撚記念館
100周年記念展

宝
く
じ
の
収
益
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
ま
す

桐
生
市
消
防
隊
出
初
式

時
間
＝
午
前
11
時
40
分
か
ら

※
雨
天
の
場
合
は
、
服
装
点
検
お

よ
び
分
列
行
進
は
中
止
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係（
☎
47
１
７
０
１
）へ
。

成
事
業
を
活
用
し
、
次
の
と
お
り

集
会
施
設
や
防
災
の
た
め
の
備
品

を
購
入
し
ま
し
た
。

■
集
会
所
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
ー
ブ

ル
・
椅
子
な
ど
の
整
備
…
第
８
区

町
会
・
自
治
会
長
会

■
文
化
祭
や
有
事
の
際
に
使
用
す

る
テ
ン
ト
な
ど
の
購
入
…
東
町
第

一
町
会
、
第

16
区
自
治
会

　
問
い
合
わ

せ
は
、
企
画

課
企
画
担
当

（
☎
内
線

５
７
７
）
へ
。

●桐生スケートセンターオープン
　冷凍設備の修繕のため延期していましたスケー
トセンターがオープンします。
期間＝12月17日（日）～平成30年３月31日
（土）※火・水曜日と12月31日、１月１日は休場。
ただし、祝日及び年末年始、小・中学校の冬・春
休み期間中は臨時開場。
時間＝▶土、日、祝日、小・中学校の冬・春休み
期間中…午前10時～午後５時▶それ以外の月～金
曜日…午後１時～６時
※月曜日から金曜日（祝日を除く）までの一般開
場後および、土、日、祝日の一般開場前後は貸切
時間（２時間）です。
使用料※25人以上は団体割引があります。

桐生スケートセンター
からのお知らせ

・基準使用料（１人１日）＝▶高校生以上990円
▶中学生以下480円
・貸靴使用料（１人１日）＝▶高校生以上380円
▶中学生以下170円
・定期使用料（１人１か月）＝▶高校生以上6,030
円▶中学生以下2,940円
　問い合わせは、12月９日（土）までは桐生市民
体育館（☎54‐5705）、12月10日（日）からは
桐生スケートセンター（☎44‐9317）へ。
●桐生スケートセンターアルバイト募集
　受付・貸靴・売店業務など５人募集します。
期間＝12月17日（日）～平成30年３月31日（土）
時間＝午前９時30分～午後５時30分
対象＝高校生以上
賃金＝時給800円　
申し込み＝12月７日（木）から22日（金）まで
に、写真を貼った履歴書を持って直接、市民体育
館（☎54‐5705）へ。募集人数になり次第締め切
ります。
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